戦後教育評価史に関する覚書 by 田中, 耕治
Title戦後教育評価史に関する覚書
Author(s)田中, 耕治















果と課題-~ ( ~教育方法~ 24，明治図書， 1995年 10
月)，同じく本学会編集の『戦後 50年，いま学校を間









































































































































































































































































































































































































































































































はできなしリ (Eisner今 1985，p.254) I教育目標をそれに
よって教育的達成を測定する規準とみなすカリキュラ
ム理論は，測定不可能な達成の諸様相を見落とす」







































































































































えられよう(田中，第 6章， 2008，荒井， 2005参照)。
稿を改めて論じたい。
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